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1　は　し　が　き

本県のリンドウは8～9月が出荷期の中心で，今後さら

に規模拡大をすろためには，出荷期の前進によって労力の

分散をはかる必要があろ。そのため各地で半促成栽培によ

る早期出荷が始められつつあるが．この半促成栽培におけ

る保温方法について検討したので，その概要を報告すろ。

なお，本試験は岩手県園芸試験場において実施したもの

である。

2　■試　験　方　法

（1）試験年次　昭和57年

（2）試験区の構成　表1

（3）供試品種　Fl早生2

（4）区　　制　1区7．8Ⅳr　2区制

（5）耕陛概要

1）定植斯　昭和56年4月28日（実生2年株）

2）栽植距離　畦幅120〝，条間30m2条．株間15で芥

3）施肥星　本県桝種規準に準ずる。

轟2　生育調査

区
ハ ウ ス

の種 類

被　　 謬　　 方　　 法

外　 側 内 張 り ビニール シルノヾ－
ビニール カーテン トンネル トンネル

ヰ 間口 5．4 m （〕 ○ ○ ○
十 〝 （） ○ ○
ヰ 〝 ○ （⊃
ヰ 〝 ○ ○
（診 〝 ○

（砂 間口1．8 m ○ ○ ○
す 〝 ○ （〕
ヰ 〝 ○

ヰ 露　 地

注．被覆開始時期：外側ビニール，黒マルチ
昭和57年1月6日

内張りカーテン，トンネル
昭和57年1月8日

3　試　験　精　巣

（1）生　育

⑨蛋地区が4月上旬頃から萌芽を開始したのに対し，被

覆区は調査を開始した3月30日で既に草丈が16～38の＝こ伸

（単位　草丈：用．彙数：対）

　　　　　 項　 目

被 援 方 法　 ハ ウ ス の 種 類

3 月 30 日 4 月 1 5 日 4 月 3 0 日 5 月 18 日 6 月 1 日 6 月 18 日 6 月 3 0 日

草 丈 葉 数 草 丈 葉 数 草 丈 葉 数 草 丈 葉 数 草 丈 葵 数 草 丈 葉 数 草 丈 葉 致

（D 外 ビ 十 円 力 十 ビ ト ＋ シ ト 間 口 5．4 7几 3 7．9 9 ．9 5 2 ．6 1 4 ．5 6 6 ．6 1 7 ，4 7 8 ．9 2 0 ．3 9 0 ．3 2 5 ．4 9 7．0 2 7 ．1 9 7．9 2 8 ．2

② 外 ビ 十 ビ ト ＋ シ ト 〝 2 5，1 7 ．8 3 8 ．7 1 2．5 5 2．3 1 5 ．9 6 4 ．6 1 9 ．8 7 6 ．2 2 3 ．7 8 4 ．7 2 6 ．1 8 7 ．1 2 6 ．5

③ 外 ビ ＋ ビ ト
′′ 2 2 ．0 5 ．5 3 5 ．4 1 0 ．7 5 0 ．8 1 4 ．5 6 9 ．3 1 8 ．4 8 0 ．6 2 3 ．5 8 8 ．0 2 7．5 9 4 ．0 2 8 ．1

④ 外 ビ 十 円 カ
〟 2 5 ．3 7 ，6 4 1 ．0 1 1．7 5 5 ．6 1 6 ．1 7 2 ．9 1 9 ．2 8 5 ．3 2 2 ．9 9 7 ．1 2 6 ．4 9 8 ．4 2 7 ．5

⑤ 外 ビ
〝 1 9 ．1 6 ．2 3 1．5 9 ．9 4 5 ．5 1 4 ．2 6 3 ．2 1 8 ．3 7 5 ，0 2 1．9 8 5 ．8 2 5 ．2 8 8 ．0 2 8 ．0

⑥ 外 ビ 十 ビ ト ＋ シ ト 間 口 1 ．8 m 2 4 ．7 7．0 3 9 ．2 1 1．2 5 1．8 1 5 ．3 6 6 ．6 1 9 ．4 7 8 ．6 2 2 ．6 8 8 ．0 2 4 ．9 8 8 ．9 2 6 ．5

（D 外 ピ 十 ビ ト
〝 2 0 ．5 6 ．4 3 3 ．3 9 ．9 4 7 ．4 1 4 ．3 6 5 ，5 1 8 ，0 7 7 ．9 2 1．4 8 8 ．6 2 5 ．0 9 1．8 2 7 ．9

⑧ 外 ビ 〝 16 ．3 5 ．2 2 7 ，5 9 ．1 4 0 ．7 1 2．7 5 6 ．0 1 7 ．3 7 1 ．8 2 1．5 8 4 ．1 2 4 ．3 8 8 ．7 2 7 ，1

⑧ 露 地
〝 － 2 2 ．9 7 ．1 4 2 ．7 1 3 ．5 5 5 ．3 1 7 ．8 6 8 ．2 2 0 ．9 7 3 ．6 2 3 ．1

長し，被覆枚数の多い区はど高い傾向がみられた。この初

期生育の差は徐々に小さくなったが，⑨露地区との差は生

育後半まで続いた。

側枝発生率では⑨蛋地区との差は明らかで，6月18日調

査において露地区が50％であるのに対し，被覆区はほほ完

全に側枝が出揃った。また，間口1．8mの小型ハウスでは

破顔枚数の多い区ほど側杖発生が早まる傾向がみられたが，

間口5・4mの普通ハウスではその傾向が明らかではなく，

被覆程度からすれば②外ビ十ビト＋シト区が発生初期にや

や低かった。

（2）開花期

被覆枚数が多いほど早まる傾向がみられ，本試験では同

じ被覆程度の場合にはハウスの大きさはほとんど影響しな

かった。4枚被覆（①区）が⑨露地区より平均開花日で23
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日早まり，次いで3枚被覆区（⑧，⑥区）が18～19日，2

枚被覆区（③，④，⑦区）が15～16日，1枚被覆区（⑤，

⑧区）が12日早まった。

（3）開花時の性状

草丈，節数，切花重では被覆区が⑨露地区より優る傾向

がみられたが，その他の形質については明らかではなかっ

た。

表3　時期別側枝発生率　　　　　　単位：％

　　　　 項 目

被覆方法 ハ ウスの種類

4 月 5 月 6 月

8日 22日6日 20 日4 日 18 日

（∋外 ビ十円カ＋ビト＋シト間口5 ．4 m 20　35 60　65 9 5 10 0

（診 外 ビ十ビト十シト 〝 5 15 20　20 85 100

（参 外 ビ＋ビト 〝 50 50　 50 70 100

④ 外 ビ十円カ 〝 40 70　75 90　 9 5

（診 外ビ 〝 20 5 5　60 85 100

⑥ 外 ビ＋ビ ト十シト 間口 1．8 m 15 15　40 85 100

⑦ 外 ビ＋ピ ト 〝 10 30　35 70 100

（参 列 ビ 〝 5 15　20 40 100

（釘 露地 〝 15 25　 50

表6　最低気温表

表4　開花期

　　　 項 目

用 方 法　 ′、ゥ スの 相 談

特 別別 開 花制 合 平 均

開 花月

（釦区 との

開 花 目差7　 月 8　 H

上　 中　 下 ヒ　 中 tH I

（配 外 ビ 1・内 カ＋ビ ト十シ ト 問 l．】5 ．4 爪 20　 85 15

3

7 月 14 日 23

（少 外 ビ＋ビ ト1 シ ト 14　 49　 37 7 月 18 日 19

（参 外 ビ＋ビ ト 4　 29　 67 7 月 2 1日 16

u ）列 ビ十円カ 5　 25　 70 7 月 22 日 15

（厨 外 ビ 2 10　 8 5 7 月 25 日 12

（¢ 外 ビ＋ビ ト十シ ト lm Ll l．8 ¶ 9　 婿　 鵬

12

7 月 19 日 18

（カ 外 ビ 十ビ ト 4　 36　 的 7 月 2 1 El 16

（釘 外 ビ 5 14　 6 9 7 月 2 5 11 12

（め 錨 地 S 糾 11 8 月　 6 日 0

蓑5　開花時の性状

u　　 H n ■ 花 t 切
封建）轟他広 比

… 方 法 ハ ゥスの 幡爛
丈

（（廿）

歓

（対）

段

歓

（段 l

径

（t■）

花

屯

（タ）

節

歓

切
花

虫

心 外ビ＋内カ＋ビト＋シ ト 間 l IS．4椚 叩．ユ28．0 3．4 1．2 41．2 122 l研 100 100 113

（参列ビ＋ビ ト＋シト 紬．b 27．1 3．2 4．0 封．0 109 10 7 94 qS 93

感 外 ビ＋ビ ト 〝 9 7．9 27．6 3 ．J 4．2 】8．1 121 108 97 100 104

ぜ 外ビ＋増力 】00．8 28 ．4 3．7 4．2 12 0 124 111 109 川0 115

ぜ 外ビ 〝 93．5 2も．q 3．1 4．l 38，3 115 105 ql 喝 塑

也 外ビ＋ビト＋シト 問 い 1．8 膚 90，l 加．5 3，3 1．2 41．3 111 104 97 1m 113

必 外ビ＋ビト

l

卵．b 2b．b 3．2 4．2 38．3 ll0 104 94 100 105

歯 列ビ 89．4 27．5 3．0 4．3 胡座 110 107 88 102 10l

＠ t 地 ヨリ 鱈■25．も 3．4 4 ．2 136．5 100 109 100 100 些 ＿

月 旬　　 別

①　　　 ⑧　　　 ③　　　 ④　　 ⑤ ⑥　　　 ⑦　　 ⑧　　 ⑨

空 言 謹 ‡ 警 ； 丁 ビ ト 外 ビ 十 ビ ト 外 ビ 十円 力 外 ビ 璧 ‡ ビ ト 外 ビ＋ ビ ト　 外 ビ　 露 地

間 口 5．4 m 間 口 1．8 m

1

中　　　 旬 － 1．6　　 － 2．7　　 － 4．9　　 － 2．9　　 － 4．7 － 4．3　　 － 7．7　　 － 8．0　 － 8．6

下　 旬

月 平 均

1 3　　　　 0 5　　 － 1．2　　　　 0．3　　 － 1．4 － 0．7　　　 － 2．1　　 － 2．4　　 － 2，3

0 ．3　　 － 0．6　　 － 2．4　　 － 0．8　　 － 2．5 － 1．9　　 － 4．0　　 － 4．3　　 － 4．4

露 地 との 差

上　 旬

4．7　　　 3．8　　　 2．0　　　 3．6　　 1．9 2．5　　　　 0．4　　　 0．1　　 0 0

2

－ 0．2　　 － 1．9　　 － 3．9　　 － 1．6　　 － 4 ．1 － 3．2　　 － 5．2　　 － 5．7　　 － 7．4

中　　　 旬 1．9　　　 0 ．3　　 － 0．8　　　 0．7　　 － 1．6 － 0．9　　 － 2．8　　 － 2．5　　 － 4．8

下　　　 旬 1．5　　 － 0．2　　 － 2．1　　　 0．5　　 － 2．2 － 1．1　　 － 3．9　　 － 3．4　　 － 4．5

月　 平　 均 1．1　　 － 0．6　　 － 2．2　　 － 0．1　 － 2．6 － 1．7　　 － 4．0　　 － 3．9　 － 5．5

露 地 との 差 6．6　　　 4．9　　　 3．3　　　 5．4　　　 2．9 3 ．8　　　 1．5　　　 1．6　　　 0

3

上　　　 旬 4．1　　　 2．6　　　 1．2　　　 3．0　　 1．1 1 ．4　　　　 0．8　　 － 0．4　　 － 1．7

中　　　 旬 5．3　　　 3．6　　　 2 ．1　　　 4．4　　 1．9 3 ．0　　　　 0．9　　　 1．0　　　 0．6

下　　　 旬 5．2　　　　 3．4　　　 1．8　　　　 3．9　　　 1．7 2 ．4　　　　 0．5　　　 0．4　　 － 0 ．2

月　 平　 均 4．9　　　　 3．2　　　 1．7　　　　 3．8　　　 1．6 2 ．2　　　　 0．7　　　 1．0　 － 0．6

露 地 と の 差 5．5　　　　 3．8　　　　 2．3　　　　 4．4　　　 2．2 2 ．8　　　 1．3　　　 1．6　　　 0

4

上　　　 旬 7．3　　　　 5．7　　　　 4．2　　　　 6．2　　　 4．3 5．1　　　 3．1　　　 3．3　　　 3．1

中　　　 旬 9．7　　　　 8．3　　　　 7．7　　　　 8．8　　　 7．2 8 ．2　　　　 6．5　　　 6．6　　　 6．2

下　　　 旬 10 ．3　　　　 8．7　　　　 7．7　　　　 9．4　　　 7．5 8 ．6　　　　 6．4　　　 6．6　　　 6．3

月　 平　 均 9．1　　　 7．5　　　　 6．5　　　　 8．1　　 6 ．3 7 ．3　　　　 5．3　　　 5．5　　　 5．2

需 地 と の 差 3．9　　　　 2．3　　　 1．3　　　　 2．9　　　 1．1 2 ．1　　　 0．1　　　 0．3　　　 0

5

上　　　 旬 14 ．1　　 13 ，2　　 1 2 ．5　　 1 3 ．7　　 12 ．3 13 ．1　　 1 1．8　　 11 ．8　　 1 1 ．6

中　　　 旬 1 1 ．5　　　 10 ．8　　　 1 1．2　　　 1 1 ．7　　 10 ．3 10 ．7　　 10 ，5　　 10 ．6　 1 0 ．5

下　 旬

月 平 均

1 4 4　　 12 ．5　　 12 ．5　　 13 ．1　 12 ．0 1 2．7　　　 1 2 ．6　　 12 ．4　　 1 1．6

13 ．3　　 1 2．1　　 1 2．0　　 12 ．8　　 1 1．5 1 2 ．2　　　 1 1 ．6　　 1 1．6　　 1 1．2

露 地 と の 差 2．1　　　 0．9　　　　 0．＄　　　 1．6　　　 0．3 1 ．0　　　　 0．4　　　 0．4　　　 0

4　ま　　と　　め

普通ハウス，小型ハウスといこ被覆枚数を多くすると開

花が促進された。なお，本試験では被覆枚数，資材が同じ

であれば普通ハウスと小型ハウスの開花促進効果に差はな

かったが，両ハウス間の保温力が異なることから，より温

度に敏感な品種を使用すれば開花期に差が生ずるものと思

われる。しかし，小型ハウスでもかなりの促進効果が認め

られ，普通ハウスにくらペ，風雪害に対する強度・移動性に

おいてすぐれていることから∴露地の出荷の始まる前の作

型として普及性があると思われろ。




